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　「今まで生きてきて、先生との１年間が一番楽しかったです。先生の
こと、一生忘れません。楽しい思い出、たくさんありがとうございま
した」
　「先生はとてもすごいので、これからも、みんなと仲よく、楽しく、
学校の先生をしてください。先生が楽しんでいるということは、みんな
も楽しんでいます」
　「前の先生のお別れ会は、クラス５～６人でメッセージを書いて、放
課後に呼び出して渡しました。でも、先生は、『クラス全員でお別れ会
をやろう！』って思える、『クラスみんなで、何かしてあげたい！』っ
て思える先生でした。みんな、バレないように協力してくれました。こ
れって、とってもうれしいことですよね！」
　これらの言葉は、今までに担任してきた子どもたちからもらった言葉
です。どうして、「生きてきて一番楽しかった」と言ってもらえたのか？
その秘訣は、自分の中に、１つの信念をもって教師という仕事を続けて
きたことと、「アイスブレイク」を中心として、さまざまなしかけを取
り入れてきたことだと思っています。
　この本では、そんな僕の学級経営の考え方と、「アイスブレイク」の
手法をお伝えしていきます。アイスブレイクは、はじめて出会った人た
ちの緊張（≒アイス）をほぐす（≒ブレイク）方法の１つです。また、
気持ちをリフレッシュしたり、時間調整をしたり、雰囲気をつくり出し
たり……さまざまな使い方をすることもできます。

　しかし、アイスブレイクに秘められた力は、それだけではない、と僕
は考えています。アイスブレイクに出会って10年以上。ボランティア
として参加したキャンプや、教育実習など、さまざまな場面でアイスブ
レイクを行ってきました。「アイスブレイク祭り」なるイベントを開催
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したり、アイスブレイクをテーマにした研修をさせてもらったりと、出
会ってからずっと、アイスブレイクの秘められた力を探求し続けてきま
した。
　学校現場に入ってからは、着任してのあいさつや、学級びらきの時
間、ちょっとした隙間にアイスブレイクを取り入れてきました。そう
すると、子どもたちの笑顔がどんどん輝いてくるのです。子どもたちの
姿を見ていると、「アイスブレイクには、もっと秘められた力がある！」
という想いが強くなってきました。
　そんな中、アイスブレイクの秘められた力が、確信に変わった出来事
がありました。３年生のクラスを担任した時のこと。２月半ばに行われ
た長縄大会で、なんと高学年を抑えて全校１位の記録を出すことができ
たのです！　もちろん、いろいろな偶然が重なっての結果かもしれませ
ん。ですが僕は、クラスのチームワークがこれほどまでに高まったの
は、こつこつと取り組んできた「アイスブレイク」が、子どもたちに火
をつけたからではないか、と感じたのです。

　子どもたちと一緒に、人生最高の１年間を創る。そのためのヒントを
お伝えしたいと思っています。
　アイスブレイクの力を探る旅へ、ともに踏み出しましょう！
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育てたい４つの力
アイスブレイクを通して、子どもたちの心に「熾」を残
す。その中で育てていきたいのは、「４つの力」です。
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アイスブレイクを通して育てたい４つの力
　子どもたちの心に「熾」を残す。心地いいクラスをつくっていく。そ
のために、アイスブレイクを取り入れています。そして、学校は子ども
たちに「力」をつける場。子どもたちの中に眠っているさまざまな力を
引き出すきっかけに、アイスブレイクがあります。
　僕は、「自己肯定感をもつ力」「夢邁進力」「楽しむ力」「人とつながる
力」の４つの力を育てる意識で、アイスブレイクを取り入れています。

育てたい力①「自己肯定感をもつ力」
　自己肯定感とは、「自分のことが好きだ」「どんな自分でも価値がある
んだ」と思える感覚のことです。自分の「いい」と思える側面に価値を
認める。それだけでなく、自分の「悪い」と思える部分にも価値を認め、
全部をひっくるめて「自分が好きだ」と言える感覚のことです。
　自己肯定感が育っていると、新しいものごとに挑戦しようとする意欲
がわき、前向きな人生を送れるようになります。

育てたい力②「夢邁進力」
　｢夢邁進力」とは、その名の通り、「夢に向かって進む力」のことです。「実
現」することが目的ではなく、夢や目標を設定し、途中に起こる出来事
を楽しんでいたら「夢が実現した！」、という「プロセス」を大事にし
ていく力です。
　夢は実現したら消えてしまうけれど、夢に向かって進むプロセスで得



Point！
子どもたちの中に眠っているさまざまな力の中でも、特に育
てたいのが４つの力。この４つの力を引き出していくきっか
けとして「アイスブレイク」が活用できます！
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た学びは、その後どんな場面でも役に立つ。そんなプロセスを、大事に
しながら進む力のことです。

育てたい力③「楽しむ力」
　｢楽しむ力」とは、その名の通り、どんなことが起こっても「楽しい」
を見つけ出す力のことです。楽しむことは前進するエネルギーにつなが
ります。
　「楽しい」という感情が味わえると、自然に続けたくなっていくもの。
「成功したから楽しいんじゃなくて、楽しいから成功する」という流れ
を生み出す力です。

育てたい力④「人とつながる力」
　人とつながる力とは、「どんな人ともお互いに心地いい人間関係をつ
くる力」のことです。初対面の人と仲よくなるだけでなく、ゆるやかに
つながりをもつことができる。苦手な人とも無理に仲よくするのではな
く、お互いに苦手な部分を認め合い、適度な協力関係がつくれる。そん
な、対人関係に必要な力のことです。



★ 前年同じクラスだった子としか話していない。
★ 居場所がなさそうにキョロキョロしている。
★ ひとりぼっちで、ポツンと孤立している。
★ 教師の話が伝わらず、動きがまとまらない。

子どもたちのこんな様子、
見かけませんか？

30



☆ 前年のクラスに関係なく、一緒に遊べるようになる。
☆ ｢どこにいても安心！」という笑顔が見られる。
☆ ひとりぼっちでいても、気にかけてくれる友達がいる。
☆ 教師の話が伝わり、まとまって動き出せる。

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
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っ
て
い
く
と
…
…

子どもたちのこんな姿が
 見られるようになります！
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対　　象 低・中学年

人　　数 何人でも

用意するもの 特になし
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 ねらい
　教師の動きに子どもを注目させるきっかけをつくり、教師と子ど
もの関係を築く

 進め方

1. イントロダクション

　｢先生は最近、お月様を見るのが好きなんだよね～。みんなはどう？」
と問いかけます。続けて、「いつか、ロケットで行ってみたいんだよね」
と、子どもたちの興味を引きます。
　そして、「ほら、ここに月があるでしょ？」と左手をグーにして、目
の前に高く突き出します。

2. やり方の説明

　子どもたちの笑いや反応が収まったら、「ここにロケットがあります」
と言って、今度は右手の人差し指を立てて、顔の前に高く突き出します。
「このロケットが、今からこの月の前を通ります。月の前を通る瞬間、
みんなで息を合わせて、『パチン！』と拍手をしてください」と説明し、
一度練習をします。左手の拳の前を、人差し指を立てたままの右手が通
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これでクラスがうまくいく！
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過したら、子どもたちが「パチン！」と手をたたくという一連の流れで
す。｢そうそう、その調子！」と子どもたちを励ましましょう。

3. いろいろアレンジを加えて

　子どもたちが慣れるまでは、教師が「せーの！」と合図を入れてサポ
ートし、右手を動かします。往復で素早く動かしたり、三三七拍子で動
かしたり、子どもたちが楽しめるよう工夫してみてください。
　慣れてきたと感じたら、「せーの！」と言って、右手を動かすフリを
すると、「パチ！」「パチ！」とまばらに拍手が聞こえてきます。「よく
見てたたくんだよ～」と笑い飛ばしながら、進めてください。
　子どもたちの笑顔が増えてきたところで、頃合いを見て、終わりにし
ます。

僕自身は、結構このアイスブレイクが気に入っています。その時の気分

次第で、いくらでも引っ張れますし、リズムパターンを変えれば、いく

らでもアレンジが効くからです。ある程度で切り上げないと、延々と子

どもたちにねだられるのでご注意ください（笑）。


